
社会福祉法人島根県共同募金会海士町共同募金委員会会則 

 

（趣旨） 

第１条 社会福祉法人島根県共同募金会市町村共同募金委員会設置規程第１０条に基づき、海士町共同 

募金委員会（以下｢本会｣という｡）会則を、次のとおり定める｡ 

 

（目的） 

第２条 本会は、島根県共同募金会（以下「県共募」という。）の定める諸計画に基づき、区域内の 

地域福祉の推進のため、本会の運営に住民の参加を図り、民意を十分に反映し共同募金運動を行う 

ことを目的とする。 

 

（事業） 

第３条  本会は、前条の目的達成のために、次の事業を行う。 

(1) 募金活動の実施  

(2) 共同募金ボランティアの受入れ、登録、研修及び活動の企画・実践  

(3) 広報・啓発活動の実施と世論の醸成  

(4) 地域福祉に係わる資金需要の把握及び助成申請の周知と受付  

(5) 助成申請団体の審査及び助成業務とその評価  

(6) 社会福祉協議会との連携  

(7) 助成を受ける団体等からの相談への対応  

(8) 関係組織との連絡調整   

(9) その他、共同募金運動の目的を達成するために必要な事業 

２  本会は、県共募が定める期限までに、区域内における募金計画並びに助成計画、募金を行う際の募金活動

案をまとめた共同募金推進計画を策定するものとする。なお、策定にあたっては、区域内の地域福祉活動計

画との連動を図る。本会は共同募金推進計画を県共募に進達する。 

３ 本会は、第 2条に定める目的を達成するため共同募金推進会議を開催することができる。 

４ 共同募金推進会議は、共同募金運動に関して、できるだけ幅広い住民や団体の参加を呼びかけ住 

民の共同募金運動に対する理解と共感を高めるために開催する。 

 

（名称） 

第４条 本会は、社会福祉法人島根県共同募金会海士町共同募金委員会と称する｡ 

 

（役員） 

第５条  共同募金委員会に役員として、運営委員、監事を置く。 
 

（代表者） 

第６条 本会に会長１名及び副会長１名を置く。 
２ 会長は、本会を代表して会務を統括する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故がある時は、その職務を代行する。 

４ 会長及び副会長は、運営委員会において互選し、県共募の会長が委嘱する。 

５  会長及び副会長の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。 

６  補欠の会長及び副会長の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

（運営委員） 

第７条 運営委員は、運営委員会を組織して、第２条に定める目的を達成するために必要な事項を決定し、

その執行に当たる。 
２ 運営委員は、運営委員会において選任し、会長が委嘱する。 

３  運営委員の定数は５名とする。 

４ 運営委員の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。 

５ 補欠運営委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

 



（運営委員会） 

第８条 この会則において別に定める事項のほか、次の事項は運営委員会で決定しなければならない。 

(1) 事業計画及び事業報告  

(2) 予算及び決算  

(3) 会則の改正  

(4) 共同募金推進計画の策定  

(5) その他、会長が必要と認める事項  

２ 運営委員会は、会長が招集して、その議長は互選とする。 

３ 運営委員会は、運営委員の過半数の出席がなければ、議事を開き、議決することができない。ただし、議

決権の委任を受けて出席した代理者は、定足数に算入する。 

４ 運営委員会の議事は、出席運営委員の過半数で決定し、可否同数のときは、議長の決するところによる。 

５ 同条第１項（3）の決定がなされた時は、速やかに県共募会長の承認を得ることとする。 

 

（監 事） 

第９条 本会に監事を２名置く。 
２ 監事は、本会の運営委員会の執行状況及び財務を監査して運営委員会に報告する。 

３ 監事は、運営委員会において選任し、県共募の会長が委嘱する。 

４ 監事の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。 

５ 補欠監事の任期は、前任者の残任期間とする。 

 

（審査委員会） 

第１０条  本会に助成計画の策定や共同募金の助成の審査を行うことを目的として、審査委員会を設 

置し審査委員を５名置く。 

２  審査委員会の委員は、運営委員会で選任し会長が委嘱する。 

３ 審査委員の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。 

４ 補欠の審査委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

５ 審査委員会の設置運営に関する規程は、別に定める。 

 

（専門委員会） 

第１１条 本会に専門事項の協議を行うことを目的として、専門委員会を設置し専門委員を置くことができる。 

２ 専門委員会の委員は、運営委員会で選任し会長が委嘱する。 

３ 専門委員の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。 

４ 補欠の専門委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

５ 専門委員会の設置運営に関する規程は、別に定める。 

 

（会 計） 

第１２条 本会の会計は県共募の会計規程に基づき行う。 

 

（経 費） 

第１３条 本会の経費は、県共募からの事務費及びその他の収入をもって充てる。 

 

（事務局） 

第１４条 本会の事務所を隠岐郡海士町大字海士３９６９番地１ 保健センターひまわり内に置き、本会の事務

を処理するため事務局を置く。 

２ 事務局職員は社会福祉法人海士町社会福祉協議会会長が、この会の事務局担当者として任免した職員をもっ

て充て、事務局職員のうち１名を事務局長（会計責任者を兼ねる）とし、この会の会長が任免する｡ 

 

 

 

 

 

 



附 則 

1 この会則は、平成２３年４月１日から施行する。 

2 この会の発足当初の運営委員は、従前の社会福祉法人島根県共同募金会海士町支会理事会において選任され

た次の者とする。 

 

 運営委員 田中 久夫 

 運営委員 竹下 一昭 

 運営委員 高木 輝二 

 運営委員 波多 章代 

 運営委員 大森 芳信 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

〔別紙〕 

共共同同募募金金委委員員会会のの主主なな業業務務内内容容  

 

1. 会の運営 

○運営委員会、監事会、審査委員会、専門委員会の開催 

○県共募保存規程に基づく文書管理 

 

2.募金 

○募金業務 

○募金実績の「はねっと」への入力 

○推進計画(募金・助成)の策定業務 

○募金の収納送金業務（募金の受付及び領収書の発行、送金） 

○募金ボランティアの受入れ、研修 

○表彰推薦業務 

○資材の受発注 

 

3.広報・啓発 

○広報活動 

○県共募情報公開規程に基づく情報開示 

 

4.助成 

○推進計画（募金・助成）の策定業務（再掲） 

○資金需要把握業務 

○助成申請受付業務 

○助成申請団体の審査業務 

○募金目標額の設定 

○助成業務 

○助成情報の「はねっと」への入力 

○審査委員会の運営 

○助成を受ける団体等からの相談対応業務 

○区域内の助成業務に係る県共募との調整業務 

○災害見舞金の手続きと交付 

 

5.会計 

○事務経費の執行 

○予算決算処理 

 

 

 

 

 


